
最 近 の ト ピ ッ ク ス

最 近 の ト ピ ッ ク ス

Flowcytometry(FCM)と癌の紳胞診断
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病理組織的観察による細胞の良 ･悪性の診断に困難を

来すことはしばしば経験する｡それ故,このような良 ･

悪性の診断に定量的手法を導入して客観的判定を行おう

とする試みがなされ,その1つとして,顕微分光測光扶

(MSP)による細胞核 DNA量の定量的研究が数多く施

行されている｡われわれも,細胞診に定量的解釈を加え

ることを目的として,MSP を用いた研究を行なってき

た1,2)｡ しかし,本法は,細胞 1個 1個について核 DNA

量を測定し,データになる細胞数 (せいぜい100個)を

計測するのに何時問も何日もの労力を要するため,必要

に応じて臨床に応用できるものでなかった｡最近,MSP

では得られなかったスピードと精度をもったflowcyt0-

metry(FCM)が開発され,癌の診断に利用され始め

た｡今回,日本分光社製 flow cytometer(細胞自動分

析装置)が本学歯学部附属病院に設置されたので紹介す

ち (図1)0

図 1 セルソータ付フp-サイ トメータ

(日本分光社製)

FCM とは,高速で流れる細胞あるいはその他の粒子

(染色体,細菌,ウイルスなど)を含んだ浮遊液から光

学的,電気的信号を検出し,その生物学的特徴や構造を

解明 する分野で, このために用いられる装置を flow

cytometerと総称している｡FCM は顕微鏡を用いず機

械 による 自動測光のため客観性が高いこと, 1秒間に

5,000個という驚くべき速度で測光可能なこと,1個の

細胞が持つ生物学的特徴を最低2つの parameterで同

時に測定できること,コンビュ-タ分析によりデ-タを

詳細に解析できること,さらに分析後セルソ-タにより

希望する細胞を分取 できるなどの特徴をもっている3)0
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その応用範囲をみると,当初は相対的核 DNA量を測定

し細胞の悪性度の解析や cellcycJeの解析で利用され

始めたが,モノクローナ-ル抗体などの細胞工学の発展

とあいまって,細胞表面抗原などの解析にも利用される

ようになり,また性染色体の分取というところまで拡大

されている｡

以上のようにFCM は技術開発の時期は終え応用の時

期に入ってきているが, 問題点 として, 試料側 では,

単離細胞の作製紋,蛍光色素の選択,装置側では,機械

の調整と管理および得られたデータの解析方法などにつ

いて検討が残されているO図2は,ヒト末梢血リンパ球
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図 2 ヒト末梢血 1)ソバ球の DNA量ヒス トグ

ラムと解析された ceHcycle

8,688個 の核 DNA量 ヒス トグラムで, これよりcell

cycleを解析すると,Go-G1期94.2%,S期3.4%,G2-

M期2.4%となった｡このように血球などは単離細胞を

得やすいためFCMの応用に好都合であるが,われわれ

の如く固形腫癌に対して客観的細胞診を目指す場合,い

かにして単離細胞浮遊液を作るかが問題となる｡この方

法は各施設で異なり,まだ十分検討されておらず,われ

われにとって,まず直面した重要な問題であり,今後,

種々の基礎的研究が必要と思われた｡
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